
令和 ６ 年 5 月 1８日（土）1４時、第１回常任委員会が会議室で開催されました。 

1.升本会長あいさつ 

4 月から新メンバーでスタート致しました

PTA 本部、わからないことがありながらも、

力を合わせて和気あいあいと頑張っておりま

す。 

みなさんには初回から交通費の登録、そし

てサークルスクエアの登録、LINE グループの

登録など、ご協力いただきましたおかげで、

PTA 活動がスムーズに進んでおります。あり

がとうございます。今後もご協力のほどよろ

しくお願いします。 

さて、中間テストが終わりましたら、いよ

いよ体育祭ですね。いつもと違って外部での

開催とのことです。保護者の観覧も可能との

ことですので、ぜひみなさんふるって応援に

ご参加くださいませ。 

ここでひとつみなさんにお伺いしたいこと

がございます。先生方より、常任委員会の開

始時間を今後 13:30 からに変更しませんか？

とご提案がありました。賛成の方は拍手をお

願いします。（多数の拍手あり）それではこの

拍手をもちまして、承諾いただきました。第

二回常任委員会からは 13:30 の開始とさせて

いただきます。 

 

2.水野校長あいさつ 

 バレー部、バスケット部、トライアスロン

部が関東大会に出場します。さらなる高みを

目指して頑張って欲しいと思っています。応

援をよろしくお願いします。 

 さて、新年度も始まって 1 月が経過しまし

た。先日の朝礼では生徒に学業や部活動で伸

びて欲しいとの話をしました。また、それだ

けではなく、人としての器、人格の器を大き

くして欲しい、器を大きくするのは、今この

時期だとの話をしました。 

 器は何でも大きければ良いかというとそう

でもなく、大きくならずに小ぶりの器が良い

ものもあり、それは「満足の器」になります。

満足の器が大きいと、同じ量のものが注がれ

ても一杯にならず、まだ足りないと不満がつ

のり、他の人を羨ましく思ったり、妬ましく

思ったりします。すると弄りや嫌がらせなど

が起きます。 

 「満足の器」を大きくしないためにはどう

したら良いでしょう。まずは相手の事をちゃ

んと考えることです。孔子の弟子が「先生、こ

の世のなかでいちばん大切なものは何でしょ

う」と尋ねると「それ恕かと」と答えていま

す。「己の欲せざる所、人に施す勿れ」という

教えです。相手の事を思い、自分の行動を考

えること。それが人格を育てるうえでとても

大切なことになります。ご家庭でも「恕」の心

を持って過ごし、一人ひとりが大きな器を持

った人物になるよう願っております。 

 

3.学校報告 

教頭（谷口先生） 

学校報告をいたします。4 月 8 日入学式を

実施し、中学 1 年生は 126 名、高校 1 年生が

170 名入学しました。本校では特に中学生が

増加しており中学生全体が今年 300 名を超え、

日本学園 PTA 常任委員会ニュース 第１号 

発信番号：日学 PTA-24-003 2024.5 PTA 役員会発行 

 



全校生徒は 843 名になりました。翌 9 日には

始業式を行い、新入生と在校生が向き合い拍

手する歓迎の対面式も行われました。年度初

めの健康診断、模擬試験、LHR などを経て、

通常授業がスタートしました。4月 24 日（水）

に予定しておりました防犯訓練は都合により

6 月 19 日（水）に日程変更になりましたので

ご承知おきください。5 月連休の間に中学で

は中１が林業体験、中２が世田谷散策、中３

が日本文化の発表会を行いました。5 月９・10

日には授業参観、あっという間に中間試験直

前となっております。 

新型コロナ・インフルエンザは相変わらず

局所的に流行しており、換気はこれからも気

をつけていきたいものですが、基本的にはマ

スクを外して活動できるようになっています。 

授業をみて回っていますが、どの教室でも

真剣に楽しく取り組めているのではないかと

思います。授業参観で気づかれましたコメン

トは全教員で共有し、問題点があれば活かし

ていきたいと思いますので、今後ともご理解

ご協力をよろしくお願いします。 

 

中学部長（伊藤先生） 

 私からは創発学の行事を中心にお話しいた

します。 

 3 学年とも連休の間の 5/1（水）に行事を行

いました。中学１年は奥多摩での山林実習、

まずは森の中で深呼吸をし、森を観察し間伐

をする木を選び、実際に木を伐採します。製

材所では実際に木がどのように「木材」とな

るのか学びます。現状日本の山林のほとんど

が木材として利用されないという大きな課題

があります。その課題について解決方法、奥

多摩の森からどのようなハピネスを生み出す

か、生徒達はブレストを行い、案をまとめ、学

校で発表、現地でお世話になったスタッフの

方々に来ていただき、生徒のプレゼンに対し

てフィードバックしていただきました。中学

１年の最初の学びとして、自分たちが真剣に

考えたことに対して大人がしっかりと答えて

くれるという体験は大変意義があると感じて

います。 

 中学２年生は世田谷散策、グループに分か

れそれぞれが自分たちの「学び」を計画し散

策しました。中には自分たちでアポイントを

取り取材を行う班も多く見られました。学校

での学びの多くは先生が考えて生徒に提供す

るものですが、自分たちで考えて実行するこ

とは自ら進んで学ぼうとするマインド形成の

ために大きな意義があると考えます。今後各

クラスで選ばれたグループが全体発表を行う

ことになっています。 

 中学３年は、日本文化について調べ学習と

発表を行いました。これは３月に実施するオ

ーストラリア語学研修の前提として海外に行

く前に日本文化について理解を深め、海外の

人に紹介できるようになるという趣旨で行い

ました。まずは班に分かれて日本文化につい

て知っていることをブレストしていくことか

ら始め、各班でテーマを決定し、調べて発表

を行いました。日本食やゲーム、日本語など、

初めはグダグダになるかなと心配もしました

が、期待以上の出来になりました。発表は谷

口教頭にも参加していただき、フィードバッ

クをしてもらいました。各学年とも創発学に

おいて新たな成果を生み出してくれました。

この学びへのマインドを生かして、月曜から

の定期試験に臨み、こちらも成果を上げてく

れるはずだと信じています。 

 

 



高 1 主任（川﨑先生） 

 高校１年生は 170 名が入学し、スタートし

ました。4 月 13 日（土）までオリエンテーシ

ョン期間でした。全体オリエンテーションで

は保健室、図書室、相談室など学内の利用施

設の案内、各クラブ活動の紹介が行われ、生

徒は興味津々の眼差しで聞いていました。既

に部活動に入部し、活動している生徒も多く

います。 

はじめに学力テストが行われました。英国

数の三教科について、春休みの課題に関する

学内試験とスタディサポートという全国統一

実力試験の二つが行われました。スタディサ

ポートは、高校 3 年生まで計 5 回が行われ、

生徒の学力を測る指針として進路指導などに

用いられます。皆、真剣に受験をしておりま

した。既に結果が出ており、例年より学力層

が高く、学年といたしましても学習指導にや

りがいを感じております。中間試験を期に、

より具体的に学習指導をして参ります。 

この期間に創発学行事として、クラスのス

ローガンからクラスキャラクターを決める取

り組みを行いました。ここで生徒達は本校の

創発学の基本的な考え方「Make me happy! 

Make you happy!」を学びました。これは自分

が幸せになるために、やりたいことやできる

こと、求められていることを創造し、それを

周りに発信して得られた周りの意見から、自

分が学んだことが周りの幸せにもなるという

考え方と実践で、週 1 時間行われる創発学の

基本であります。具体的には各クラスのグル

ープごとにスローガンを提案、それをキャラ

クター化して紙に書いたらグループのプレゼ

ンを行ってクラス代表を決め、さらに学年全

体で共有しました。今、各クラスのキャラク

ターが教室に貼られています。生徒達には教

室のキャラクターを時々見て気持ちを引き締

めてほしいと思います。 

その他、進路行事として「仕事資格パズル

ワーク」が 5 月 1 日に行われました。これは

各グループに 77 の仕事について簡単な説明

が書いてある表と、80 の仕事名が書かれたカ

ードが配布され、生徒達は表の説明書きに当

てはまる仕事のカードを置いていくというも

のです。表は 77 しかないので、該当しない仕

事のカードが 3 つ余ります。グループで話し

合いながらゲーム感覚で取り組めて、生徒達

も楽しく職業の内容と仕事に就くにはどのよ

うな考えや目的を持ち、何が必要なのかを学

ぶことができました。今後は大学の就職指導

などに関わる方から職業講話をしていただく

など、高 1 の前半の進路指導は仕事とは何か

がテーマになります。 

そして高 1 学年では、学習習慣をしっかり

身につけること、具体的には毎日 2 時間以上

の予習復習を必ず行うことを指導しています。

この学年が高 3 になると学校は明大の附属に

なります。それに相応しい学力を有するため

に、今から準備をするように呼び掛けていま

す。 

いずれにせよ、まずは時間割にしたがって

しっかり授業を受け、部活動などの課外活動

にも全力を尽くして高校生活を楽しく、充実

したものとするための指導をしっかりして参

ります。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

高 2 主任（鈴木賢先生） 

年度初めに 2023 年度高等学校卒業生が書

き綴った卒業文集を一冊に製本し印刷し、高

２学年の生徒へ配布しました。あと２年の学

園生活を送るにあたっての参考にするよう伝

えました。4 月 12 日にスタディサポートが実



施され、結果が生徒のもとに届きました。9 月

11 日に第２回のスタディサポートが実施さ

れます。次回に備えて、中間試験最終日より

スタディサポートの成績不振者に対して、基

礎力を強化するための指導を開始します。5月

11 日にＡ～Ｆ組生徒を対象に河合全統模試

を実施しました。スタディサポートの結果を

参考に志望校を４つ記入するよう指導しまし

た。１学期のモジュール講習は、9 講座、受講

者のべ 148 名で行っています。５月連休にサ

ッカー、フットサル、バレーボール、バスケッ

トボール、柔道の公式戦がありました。どの

部も良く健闘していました。5 月 15 日に生徒

会長選挙があり、高２E 組村山琉駕が次期生

徒会長となりました。 

 

高 3 主任（高橋先生） 

高校３年は、進路に向けた活動が本格化し

ています。年度が始まってすぐの４月１１日

に、新宿の会議ホールを貸し切っての大学説

明会を行い、生徒たちも各大学の方から直接

説明を受けて、大学や専門学校を具体的にイ

メージすることができました。４月はほかに、

志望理由書の書き方について、神崎メソッド

の講師の方に講演いただき、連休中に志望理

由書を一本書くことを課題として出しました。

提出された文章は、このあと添削を受けて本

番に役立てていくことになっています。また、

これまでに河合塾の模擬試験を 2 回学内実施

し、うち共通テスト模試は全員が受けていま

す。クラス内でも進路に関する話題も出てお

り、進学コースやスポーツコースでも受験に

向けて勉強に熱が入っている生徒もでており

ます。ただ、全体的に見ると、苦手教科や苦手

分野に向き合って、克服する姿勢が課題です。

これから、伸び悩んでいるときなど、ともす

れば耳の痛いアドバイスに背を向けてしまう

場面が出てきます。こうした事に背を向けず

に向き合い、解決に向けて努力できる生徒が

良い結果を出します。学校に軸足をおいて、

ぜひ今よりも高い目標に向けて努力してほし

いと思っています。 

 部活動でも、バスケットボールやトライア

スロン部の関東大会出場を始め、バレー、サ

ッカー、フットサルなど、各部が良い結果を

出しています。これからのインターハイその

他の大会においても最上級生としてチームを

引っ張り、悔いの無い集大成を迎えるよう応

援しています。 

 

教務部長（石井先生） 

4 月 13、14 日で通常授業が始まりました。

教室の移動もありまして、去年までと場所が

違うなど戸惑う面もあったようですが、ゴー

ルデンウィーク前でだいぶ落ち着いてきたか

なと思います。ゴールデンウィークを経過し

て、1 回出来上がったペースが崩れがちにな

っていると思いますので、ここでもう一度、

気持ちを引き締めて学校生活に向かってもら

えたらと思っております。 

5 月 9、10 日に授業参観がありました。た

くさんの方にご参観いただきました。今回は

アンケートをグーグルフォームにて入力して

いただきました。お寄せいただいた感想は教

員で共有し授業改善の参考にさせていただき

ます。 

来週月曜日の 17 日より 23 日木曜日まで中

間テストがあります。ご家庭の方でもお声が

けいただければと思います。特に高校 1 年生

は科目数が多いので大変だとは思いますが、

最後の詰めの作業をしっかりおこなってほし

いと思います。 



そして、月末 5 月 27 日から教育実習生がや

ってまいります。授業ないしはホームルーム

に教育実習生がくるかもしれません。温かい

目で見守っていただければと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

６月は検定ラッシュでございます。英検・

数検・漢検がありますので、検定の勉強に追

われると思います。そして 6 月の中旬には現

高 1、高 2 には選択説明会があります。また

別途ご案内はしますのでよろしくお願いいた

します。生徒たちにとっては忙しい時期にな

りますが、それを充実したものにできるよう

に我々もバックアップしていきたいと思いま

すので、ぜひともよろしくお願いします。 

 

生活指導部長（土居先生） 

 指導部からお話しいたします。 

年度が替わりましてすぐに外部からの苦情が

続きました。駅から学校までの通学路で右側

通行できないか、広がって歩かないで欲しい

というものでした。担任の先生を通じて、右

側通行、広がらない、歩きスマホをしない、下

のマイバスから上のマイバスまでまっすぐに

進む（途中左に曲がる小道で駅に向かう方と

鉢合わせになるため）など伝えていただき、

かなり改善されてきたと思います。今後も外

部の立ち番など声掛けをしていく予定です。

保護者の皆さまも来校される際は右側通行で

お願いいたします。 

ネット安全講習を中 1 生、高 1 生対象で

4/10 に実施しました。近年ネット絡みのトラ

ブルが増えております。各ご家庭でもスマホ

やネットの利用などルール作りをお願いした

いと思います。 

また、お手紙でもお知らせしておりました

防犯訓練ですが、諸事情により 6/19(水)6 限

に変更になっております。 

さて、体育祭についてですが、現在グラウ

ンド工事中ということで、外部施設『武蔵野

の森スポーツプラザメインアリーナ』をお借

りし実施することになりました。詳細につき

ましては、本日プログラムと観覧のご案内を

配布いたしました。ご来場の際は必ず内容を

ご確認の上、お越しください。 

最後に落とし物についてです。昨年度のも

のはそろそろ処分をいたします。また既に 15

点ほど落とし物が届いています。現在お預か

りしている水筒だけでも 5 本あります。記名

がされている物も出てきており、その場合は

お返しすることができております。「〇〇は届

いていますか？」と申し出られることもあり

ますが、後日届けられるケースもあり、紛失

届を書いていただくと手元に戻る場合もあり

ますが、まずは記名をお願いいたします。こ

れは指導部からの切実なお願いです。  

 

進路指導部長（熊野先生） 

 昨年度の卒業生 170 名の進路は、 

    ４年制大学進学者  144 名 

    短期大学       0 名 

    専修学校      10 名 

    就職         1 名 

    海外留学       1 名 

    進路未定者     12 名 

    その他        2 名 

でした。４年制大学進学者は全体の 84.7%で、

前年より 4.5％減少しました。進路未定者は昨

年の 3 名から大幅に増加して 12 名となりま

した。進路未定者の半数以上は合格大がある

のに浪人するのですが、次の入試は新課程で

の入試となり、浪人生にとっては不利な状況

になってしまうので少し驚きました。 



合格大学については、今までは特進コース

が上位大学の合格や全体の合格数も多かった

のですが、昨年度は上位大学の合格をスポー

ツコースが牽引し、全体の合格数は総合進学

コースも数を伸ばし、学年全体として実績を

出したという感じになりました。総合進学、

スポーツの健闘が素晴らしかったですが、特

進はもうひと頑張りしてもらえると更に良い

と感じました。やはり、どのコースであろう

と明確な目標を立てて地道な努力を継続して

いくことが大切だということを改めて思いま

す。受験は団体戦なので、どのコース・クラス

も互いに競い合って高め合える集団になって

ほしいと思います。 

さて、大学入試の様子はここ数年は刻々と

変化しています。昨年度の入試は、 

①経済的なことや早く進路を決めたいと 

 いう理由で年内入試受験者が増加して 

 います。 

②一般選抜が合格しやすくなった。人口減

少による志願者減少と、入学定員厳格化

が終わり収容定員で見られるようになっ

たため、合格を十分に出せるようになっ

たことなどが挙げられます。 

③女子大、短大が大幅に減少し、大学と言

えば「共学の４年制大学」が当たり前の

時代になってきています。 

年上の兄弟がいて受験は経験済みという保

護者の方もいらっしゃるかもしれませんが、

その当時とは更に状況が変わっていますので

ご注意ください。とにかく一般選抜が狙い目

です。昨年度の本校の一般合格者の成績を見

ていても、明らかに一般選抜で合格が取りや

すくなっていると感じています。一般の方が

自由に何校でも受けることができ、どんどん

挑戦していけるので、進学コースの生徒にも

積極的に頑張ってもらいたいと期待していま

す。 

 

4.活動方針案の発表  

各委員会の方針案の発表をしました。 

 

中学１年学年委員会 

・７月の保護者会後にクラス懇親会、３月の

保護者会の日に学年懇親会の予定です。 

 

中学２年学年委員会 

・7 月 20 日（土)の保護者会後に、各クラス懇

親会を実施します。 

・3 月 22 日（土)の保護者会後に、学年茶話会

を実施します。 

・学校行事のサポートを行う等、積極的に学

校と関わり、保護者への情報共有を進めま

す。 

・クラスを超えて仲良くなります。 

 

中学３年学年委員会 

・家庭、学校、地域が連携を深め、つながり合

う地域社会の中で豊かな心を持った子供達

の育成をめざします。 

・夢や目標に向かって前向きに生きていく子

ども達をサポートし、充実した中学生活を

送れるよう努めます。 

 

高校１年学年委員会 

・ 2026 年の新たなステージに向けて、PTA

として責任ある対応ができるように情報共

有します。 

・学校生活の質を向上させるために、行事や

イベントのフォローは先生をはじめとした

すべての学校関係者と連携するように努め、

また、保護者同士がコミュニケーションを



はかれるよう茶話会など交流の機会をつく

ります。 

高校２年学年委員会 

・ 各学級で、担任・副担任の先生と保護者、

および保護者間の親睦を深めることができ

るよう、努めます。 

・そのために、担任の先生とも相談をしなが

ら、親睦会などを企画、開催します。また、

クラス費をより良い形で還元できるよう活

用します。 

 

高校３年学年委員会 

・ 親睦会や茶話会などを企画・開催し、これ

らを通して保護者相互間または担任の先生

と保護者の親睦を深めることに努めます。 

・受験学年のため、すべての生徒が希望の進

路に進むことができるよう先生と保護者と

が一体となってサポートをしていきます。 

・高校生活最後の思い出に残るような謝恩会

が開催できるよう活動をしていきます。 

 

文化委員会 

１．活動目的（PTA 活動方針に沿ったものと

する） 

〇生徒への還元 

〇生徒、保護者、教職員が共に有益となる企

画の実施 

２．主たる活動内容 

〇令和６年度「日学祭」におけるバザー、制服

リサクル販売及び喫茶室の運営 

〇上記活動に向けた企画・準備 

※令和６年度「日学祭」は、９月２８日（土）

及び２９日（日）に開催予定 

※学校と協議の上、今年度の日学祭に係る方

針に沿って対応 

３．今後の予定 

〇 活動内容（バザー、リサイクル販売、喫茶）

に関する全体説明、役割分担（班編成）決

定 

〇 各役割（班）での準備に係るスケジュール

策定及び実行（制作作業、買い出し等） 

〇 バザー用品の回収（在校生全家庭への依頼） 

 

広報委員会 

・昨年度の活動方針を踏襲し、皆様のお力を

借りながら、よりよい運営の仕方を模索し

ていく。またデジタル化などの声もあるた

め、時代に合わせてトライアルを行ってい

く所存です。 

１ 教員等紹介冊子作成 

今年度の学校側の方針に従う。 

（今年度は顔写真の掲載なしで発行） 

２ 広報誌の発行（２回） 

９月 前期号発行（体育祭） 

２月 後期号発行 (日学祭＆マラソン大会) 

＊上記発行にあたり学校行事の撮影デー

タを受領し、編集作業・印刷指示等を行

う。 

＊前期号に掲載する PTA 本部役員の撮影

を行う。 

＊広報誌に掲載不可の生徒を調査するプ

リントの作成を行う。 

＊デジタル化要望を受け、部分的に実施を

検討していく。 

 

東京都私立中学高等学校父母の会 

第八支部連合会 

活動日程は以下のとおりです。 

１ 定期総会 ６月１日（土） 

２ 拡充支部大会 10 月 12 日（土） 

３ 私学予算要望期成大会 10月 15日（火） 

４ 私学振興全国大会 11 月６日（水） 



５ 私学振興新春の集い １月 25 日（土） 

 

今年度は日本学園が副支部校となっています

ので、より多くの方に動員をお願いすること

になります。その際には皆さま奮ってご参加

いただくようお願いします。 

 

第 2 回常任委員会 6/29 (土) 13 時 30 分 

～会議室  

設営：高 3 学年委員、中１学年委員会 よろし

くお願いします  

＊保護者は来校時にﾈｰﾑﾎﾙﾀﾞｰと上履きを持参

しましょう。 


